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Ⅰ．人口減少問題の克服
　　自然減の歯止めと社会増の維持・向上による人口の安定と年齢構成の平準化

Ⅱ．人口減少社会への適応
　�　避けることのできない人口減少社会に備え、暮
らしと経済を守るまちづくりの推進自然動態へのアプローチ 合計特殊出生率（１人の女性が一生の間に生む子どもの平均数）の設定

◦2030年＝1.75程度（アンケート調査による市民希望出生率）
◦2040年以降＝2.07程度（人口が増加も減少もしない均衡状態となる出生率）※現状値は1.36（2013年）

社会動態へのアプローチ 社会移動数（転入数－転出数）の設定
◦2020年以降＝均衡以上　※現状値は△３人（2014年）

暮らしと経済へのアプローチ 市内総生産の設定
◦2060年まで＝1.6兆円程度を維持
※現状値は1.6兆円（2012年）

 ①やりきる力「３つの礎」を構築する（基盤づくり） 
【数値目標】推進組織による事業実施数＝０（平成26年度）⇒６（平成31年度）

基盤戦略

 ⑤暮らしと経済を守る（暮らしと経済まちづくり） 
【数値目標】◦市内総生産（兆円）＝1.6（平成24年度）⇒1.6（平成31年度）
� ◦連携中枢都市圏に係る連携協約数＝０（平成26�年度）⇒5（平成31年度）
� ◦市の暮らしやすさ満足度（㌫）＝55.7（平成26年度）⇒60.0（平成31年度）

補完戦略

 ②つながる未来を応援する（少子化対策） 
【数値目標】合計特殊出生率＝1.36（平成25年）⇒1.54（平成31年）
 ③松山への定着と新しい人の流れをつくる（移住定住対策） 
【数値目標】社会移動数（転入数－転出数）（人）＝△３（平成26年）⇒均衡以上（平成27～31年の平均）
 ④魅力ある仕事と職場をつくる（地域経済活性化） 
【数値目標】◦市内事業所数（事業所）＝21,363（平成24年）⇒21,560（平成31年）
� ◦生産年齢人口の有業率（㌫）＝68.7（平成24年）⇒70.2（平成31年）

積極戦略

※施策体系など、詳細は市ホームページに掲載しています

目指すべき将来の方向

基本目標 まつやま創生未来プロジェクト

①「３つの礎」構築プロジェクト

①出会いの聖地まつやまプロジェクト
②子宝授かりサポートプロジェクト
③子育て安心しあわせのまちまつやまプロジェクト
④仕事も生活も充実させようプロジェクト

①松山に住もう、帰ろう若者プロジェクト
②まつやまＩターンおいでなもしプロジェクト
③まつやまＩターン住むとこプロジェクト

①未来を創るまつやま産業創出・立地促進プロジェクト
②女性の輝きまどんな応援プロジェクト
③成長発展へ挑戦するまつやま中小企業応援プロジェクト
④付加価値向上によるまつやま産業振興プロジェクト

①市民と企業が担う新しいまちまつやま創造プロジェクト
②元気をつなぐ松山圏域活性化プロジェクト
③市民とつくる日本一の防災都市まつやまプロジェクト
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本市の人口の将来展望
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［2010年］51万７千人

［2040年］43万８千人

［2110年］16万４千人

［2060年］35万人

［2040年］46万９千人

［2110年］37万７千人

［2060年］42万３千人

＝将来展望人口
＝国立社会保障・人口
　問題研究所の推計に
　準拠した人口
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